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順位 漢字 箇所 割合 順位 漢字 箇所 割合 順位 漢字 箇所 割合

1 野 17 7.1% 1 島 38 7.1% 1 野 42 5.4%

2 浦 14 5.8% 2 平 35 6.5% 2 島 40 5.1%

3 中 11 4.6% 3 野 25 4.7% 3 平 37 4.8%

3 地 11 4.6% 4 田 23 4.3% 4 田 31 4.0%

4 内 10 4.1% 5 大 21 3.9% 5 中 29 3.7%

5 谷 9 3.7% 6 川 19 3.5% 6 川 27 3.5%

6 田 8 3.3% 6 上 19 3.5% 6 大 27 3.5%

6 川 8 3.3% 7 中 18 3.4% 7 上 25 3.2%

7 神 7 2.9% 8 瀬 15 2.8% 8 谷 21 2.7%

7 河 7 2.9% 9 原 14 2.6% 9 原 20 2.6%

8 大 6 2.5% 9 小 14 2.6% 10 下 19 2.4%

8 上 6 2.5% 10 下 13 2.4% 11 瀬 18 2.3%

8 原 6 2.5% 11 谷 12 2.2% 12 内 17 2.2%

8 下 6 2.5% 11 間 12 2.2% 12 小 17 2.2%

8 木 6 2.5% 12 戸 11 2.1% 13 地 16 2.1%

8 坂 6 2.5% 13 久 10 1.9% 14 浦 15 1.9%

8 出 6 2.5% 14 尾 9 1.7% 14 神 15 1.9%

9 津 5 2.1% 14 西 9 1.7% 15 間 14 1.8%

9 越 5 2.1% 15 神 8 1.5% 16 河 13 1.7%

9 柳 5 2.1% 15 高 8 1.5% 16 戸 13 1.7%

10 東 4 1.7% 15 相 8 1.5% 17 津 12 1.5%

10 船 4 1.7% 15 黒 8 1.5% 18 高 11 1.4%

10 屋 4 1.7% 16 内 7 1.3% 19 木 10 1.3%

10 古 4 1.7% 16 津 7 1.3% 19 久 10 1.3%

11 瀬 3 1.2% 16 合 7 1.3% 20 相 9 1.2%

11 小 3 1.2% 16 寺 7 1.3% 20 尾 9 1.2%

11 高 3 1.2% 17 河 6 1.1% 20 坂 9 1.2%

11 福 3 1.2% 17 八 6 1.1% 20 西 9 1.2%

11 藤 3 1.2% 17 日 6 1.1%

11 前 3 1.2% 17 舟 6 1.1%

11 栗 3 1.2% 17 水 6 1.1% 順位 漢字 箇所 割合

11 宮 3 1.2% 17 居 6 1.1% 20 坂 3 0.6%

12 島 2 0.8% 17 家 6 1.1% 20 福 3 0.6%

12 平 2 0.8% 18 地 5 0.9% 20 藤 3 0.6%

12 間 2 0.8% 18 富 5 0.9% 20 前 3 0.6%

12 戸 2 0.8% 18 明 5 0.9% 20 横 3 0.6%

12 八 2 0.8% 18 久保 5 0.9% 20 市 3 0.6%

12 日 2 0.8% 18 倉 5 0.9% 20 阿 3 0.6%

12 富 2 0.8% 18 杉 5 0.9% 20 柿 3 0.6%

12 落 2 0.8% 18 長 5 0.9% 20 気 3 0.6%

12 横 2 0.8% 19 木 4 0.7% 20 外 3 0.6%

12 熊 2 0.8% 19 東 4 0.7% 21 出 2 0.4%

12 矢 2 0.8% 19 落 4 0.7% 21 栗 2 0.4%

12 赤 2 0.8% 19 片 4 0.7% 21 宮 2 0.4%

12 滝 2 0.8% 19 月 4 0.7% 21 熊 2 0.4%

12 生 2 0.8% 19 厚 4 0.7% 21 矢 2 0.4%

12 二 2 0.8% 19 石 4 0.7% 21 宇 2 0.4%

21 丹 2 0.4%

21 幡 2 0.4%

三重県側（延べ241箇所） 静岡県側（延べ536箇所） 調査範囲全体（延べ777箇所）

静岡県側 （続き）

地名を分割し、県別（2箇所以上）、調査範囲全体（20位）についてランキ

ング表示した。大字・小字は重複表示とした。

区分 図幅名 地名 区分 図幅名 地名 区分 図幅名 地名

三重 高見山 草鹿野 三重 長嶋 島原 三重 長嶋 大平
三重 高見山 栗野 三重 長嶋 島地 三重 長嶋 平谷
三重 山田 道ヶ野 静岡 家山 宮嶋 静岡 家山 倉平
三重 山田 内野 静岡 家山 藤太夫島 静岡 御油村 神田平
三重 大台ケ原 野又 静岡 家山 湯島 静岡 秋葉山 上野平
三重 丹生村 口野々 静岡 家山 鍋島 静岡 秋葉山 柿平
三重 丹生村 下滝野 静岡 家山 明ヶ島 静岡 秋葉山 城ヶ平
三重 丹生村 有間野 静岡 秋葉山 久居島 静岡 秋葉山 平野
三重 丹生村 虻野 静岡 秋葉山 寺島 静岡 秋葉山 平尾
三重 丹生村 柏野 静岡 秋葉山 宮ヶ島 静岡 秋葉山 若身平
三重 丹生村 野野口 静岡 秋葉山 川島 静岡 秋葉山 平沢
三重 長嶋 大野内 静岡 秋葉山 身代島 静岡 秋葉山 西藤平
三重 長嶋 海野 静岡 秋葉山 花島 静岡 秋葉山 東藤平
三重 長嶋 甚助野 静岡 秋葉山 中島 静岡 水窪 行師平
三重 尾鷲 行野 静岡 秋葉山 上ノ島 静岡 水窪 田之平
静岡 家山 久野脇 静岡 水窪 門嶋 静岡 水窪 平城
静岡 秋葉山 上野平 静岡 水窪 鄕嶋 静岡 水窪 平輪
静岡 秋葉山 一ノ瀬 静岡 水窪 木の子島 静岡 水窪 椎ノ平
静岡 秋葉山 平野 静岡 水窪 半島 静岡 水窪 高平
静岡 秋葉山 大野 静岡 水窪 松嶋 静岡 清水町 下大平
静岡 秋葉山 日野 静岡 水窪 嶋 静岡 清水町 大平
静岡 秋葉山 家老野 静岡 水窪 松嶋 静岡 清水町 上平瀬
静岡 秋葉山 上野 静岡 水窪 湯ノ嶋 静岡 清水町 下平瀬
静岡 水窪 野田 静岡 水窪 田嶋 静岡 清水町 平瀨
静岡 水窪 上野 静岡 清水町 中島 静岡 清水町 山神平
静岡 水窪 蕨野 静岡 清水町 大島 静岡 千頭 臼平
静岡 水窪 瀨戸野 静岡 清水町 川島 静岡 千頭 上平
静岡 清水町 湯野 静岡 清水町 油島 静岡 千頭 戸平
静岡 清水町 大野田 静岡 清水町 湯ノ島 静岡 千頭 平溝
静岡 千頭 久野 静岡 清水町 長嶋 静岡 鳳來山 睦平
静岡 千頭 坂野 静岡 清水町 栗嶋 静岡 鳳來山 椎平
静岡 千頭 三ッ野 静岡 静岡市 夜打島 静岡 本郷 松平
静岡 千頭 三津野 静岡 静岡市 板谷島 静岡 和田 平岡
静岡 千頭 塩野 静岡 千頭 梅嶋 静岡 和田 倉ノ平
静岡 鳳來山 庭野 静岡 千頭 麦島 静岡 和田 平袴橋
静岡 本郷 登氣野 静岡 鳳來山 三島 静岡 和田 上平
静岡 和田 小野河原 静岡 鳳來山 大島

静岡 和田 池嶋

「野」を含む地名 「島」「嶋」を含む地名 「平」を含む地名

※同一地区の重複（大字・小

字）は削除している

3．深層崩壊跡地と関連する地名の整理結果と特徴の考察 

3.1 調査範囲全体（地名抽出数…777 箇所） 

 深層崩壊跡地を含む流域内の地名を抽出し、地名を単語

毎（漢字毎）に分割して県別及び調査範囲全体で順位を整

理した（表-2）。次に、単語（漢字）の順位毎に該当する地

名を整理した。表-3 には、上位の「野」「島（嶋）」「平」

を含む地名の抽出例を示した。小川（2012）によれば、「野」

は「山麓の広く傾斜した土地」、「島（嶋）」は「島状の土地、

集落、特別な区域（神域、禁足地等）」、「平」は「緩やかな

傾斜地、山間部の緩傾斜地」の意味を持ち、いずれも土砂

災害と関連のある地名であることが指摘されている。 

3.2 静岡県側（一部に愛知県を含む,地名抽出数…536 箇所） 

 静岡県側には「島（嶋）」を含む地名が深層崩壊跡地周辺

に多くみられることが明らかとなった（今回の調査範囲内

に 38 箇所／大字・小字の重複を含む）。地名の多くは山間

部であるため、大部分の「島（嶋）」は旧海岸線等とは関連

しないものと考えられる。また、上位には「平（2 位）」「野

（3 位）」「田（4 位）」「大（5 位）」「原（9 位）」のように「あ

る一定の広がり」を示唆する漢字が含まれており、これら

は土砂災害や土砂災害後の人為的改変等に伴う地形変化を

示唆している可能性が考えられる。 

 野本（2013）は、静岡県浜松市の水窪地区周辺において、

山腹崩壊により堰き止め湖が形成される様子について、「セ

トを打つ」と伝承されていることを指摘している。本調査

の整理結果では「瀬」は 8 位、「戸」は 12 位であり、水窪 

地区の「瀬戸野」地区も含まれている（表-3）。 

3.3 三重県側（地名抽出数…241 箇所） 

 三重県側には「野」を含む地名が深層崩壊跡地周辺に多

くみられる（今回の調査範囲内に 17 箇所／大字・小字の重

複を含む）。小川（2012）によれば、2位の「浦」には「河

川氾濫や降雨で水害が発生する土地」、3位の「中」には「山

などの間」、「地」には「地面」、4 位の「内（ウチ）」には

「地すべりや浸食」の意味があるとされ、いずれも土砂災

害と関連のある地名であることが指摘されている。平成 23

年台風 12 号災害時には、今回の調査範囲を含む紀伊山地周

辺において多数の深層崩壊が発生した。三重県紀北町紀伊

長島区の「大野内」地区においても深層崩壊が発生してお

り（土木研究所、2011）、地名との関連が指摘される（表-3）。 

4．おわりに 

 深層崩壊跡地と地名の関係について考察した結果、土砂

災害との関係を示唆することが明らかとなり、地名は深層

崩壊跡地の抽出精度を高める指標として有効と考えられる。 

引用文献 (1)野本寛一：自然災害と民俗、森話社、2013．(2)小

川豊：あぶない地名、三一書房、2012．(3)土木研究所：平成 23

年台風 12 号により紀伊山地で発生した深層崩壊について、2011． 

表-2 深層崩壊跡地周辺にみられる地名(漢字)の集計

表-3 集計上位の「野」「島（嶋）」「平」を含む地名


